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１．はじめに 
 ハイビジョン放送のコンテント制作に適用可能

な高精細立体映像部品作成のための多視点画像マ

ッチング法について前回報告した[1]。今回多視点
画像マッチング法の性能の向上と計測範囲拡大に

ついて試み、良好な結果が得られたので報告する。 
２．多視点画像マッチング法 
 多視点画像マッチング法は回転テーブル上の被

写体を撮像した多数の画像を用いて、高精細な形

状計測を可能とする 2段階ブロックマッチング法
である。具体的には、回転角±10°以内の 2°毎
計 11 枚の画像を用い、中央画像(回転角 0°の画
像)の中央縦１ライン上の各画素を注目画素とし、
それらの画像間における注目画素の移動量をブロ

ックマッチング法で求めることにより形状計測を

行う。ブロック画像は最端画像－中央画像間での

注目画素の水平方向移動量(シフト量)の仮定を基
に、各画像から内挿により作成する。1 次マッチ
ングでは±1 画素精度でシフト量を求め、2 次マ
ッチングでは原画像を 4x4倍に拡大した画像を用
いて、サブピクセル精度でシフト量を求める。 
３．計測アルゴリズムの改善 
 上記多視点画像マッチング法では、回転角±

10°以内の画像において、注目画素は水平方向に
等速運動することを仮定し、ブロック画像を切り

出している。しかしながらオクルージョン領域低

減等を目的として、俯角や仰角をつけて被写体を

撮像した場合や注目画素を中央 1ライン上以外の
画素に拡張した場合には、注目画素は 2次元的に
移動するためマッチングの探索領域が 2次元とな
り、計算時間が膨大となる。そこで以下の方法で

ブロック画像を切り出すこととした。 
 まず仮定したシフト量と中央画像における注目

画素の位置から注目画素が 3次元空間中のどの点
の像であるかを求める。次にその点が投影される

画素を各画像において求め、その画素を中心にブ

ロック画像を切り出すこととした。 
 これにより、マッチングの探索領域を広げるこ

となく、俯角や仰角あるいは中央 1ライン上以外
の注目画素への対応が可能となった。 

４．実験結果 
 俯角 20°で一輪挿し(図 3)を撮像した場合の 1
次マッチングの結果を従来法と比較して図 1に示
す。従来法は俯角がついた場合のマッチングが不

十分であったが、今回提案の方法では十分に取れ

ることが明らかとなった。 
 また画像中央から 200ピクセルずれた 1ライン
上の画素を注目画素とした場合(俯角 0°)の 1 次
マッチング結果を図 2に示す。この場合もマッチ
ングが十分にとれており、今回の改善により注目

画素の位置の制限を取り除けることが確認できた。 
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図 1 俯角 20°の場合の 1次マッチング結果 
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図 2 1次マッチング結果  図 3 一輪挿し 
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